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はじめに

　最終氷期最大海面低下期以降の海水準変動・古環境についてまとめた，太田ほか

（1990），海津（1994）によれば，日本の完新世の海面変動には数回の海面高頂期と

海面低下期の存在が指摘されている．このうち5000～4000年前頃と3000－2000年前頃

の海面低下期は，それぞれ「縄文中期の小海退」「弥生の小海退」と呼ばれており，

日本の各地で報告されてきた．

　これらの海面変動・環境変動に関する研究の中で，上記の「弥生の小海退」期まで

の相対的海水準変動曲線は，総合的な解析（地形観察，堆積物の層相観察，堆積物の

粒度分析，火山灰，貝類群集分析，有孔虫分析，介形虫分析，珪藻分析，花粉分析，

化学分析など）により，高精度に描かれてきた．その一方で，人間活動が活発になる

過去3000年間の海水準変動・環境変動に関する資料は極めて不足していた．それは，

過去1000年～3000年間という，地質時代の中ではごく最近といえる期間の古環境に関

する情報が，人間の開発のために失われてきたことが原因の一つとしてあげられる．

　この点において，北海道東部地域の湿原域は，生態系保護が積極的になされており

有利であるといえる．また加えて，寒冷地特有の土壌である泥炭層が顕著に発達する

ことから，筆者は特に厚岸地域に注目して本地域における古環境復元に関する研究を

行ってきた．

　環境復元を行う手法は多く存在するが，今回は湿原堆積物に含まれる珪藻化石分析

と，14Ｃ年代測定法を用いて海面変動に伴った古地理の変遷の復元を行った．珪藻類

は種によってそれぞれ特有の生活域で生活していることから，環境を復元する指標と

して多くの研究（鹿島，1986など）で用いられてきた．また、環境復元の指標として

の信頼度をより高めるために，その生態や堆積過程についても多くの研究（小杉，

1988，1989；鹿島，1989など）がなされてきた．これらの研究で示された
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結果を補うために，筆者らも本地域を対象として珪藻群集の分布とその生態に関する

調査を行ってきた（沢井・鹿島，1996）．本研究では，この調査結果とこれまで報告

されてきた珪藻類の生態に関する報告とを相互比較して，精度の高い古環境の復元を

めざした．

研究方法（図１）

　掘削調査は通称ブルームサンプラーといわれるピートサンプラーを用いて，1995

年，1996年，1997年に合計21地点で行った（図２）．掘削調査と併せてオートレベル

による簡易測量を行った．採取したオールコアは分割して研究室に持ち帰り，詳しい

層相の記載を行った．そして，ボーリングコア試料について，過酸化水素水処理法に

よる珪藻化石の抽出をおよそ5cm間隔毎に行った．以下にその手順を示す．

　①乾燥試料1.0gをビーカーに量りとり，約５％の過酸化水素水と一昼夜反応させ

る．

　②沈殿物を巻き上げないように上澄み液をとった後，ビーカーに再び水を浸し，撹

拌した後に懸濁液を別のビーカーに移す．この作業を行うことによって，沈殿物中の

粗粒物を取り除くことができる．

　③②の作業後，懸濁液を数回遠沈洗浄し，未反応の過酸化水素水を除去する．

　④沈殿物を再びビーカーに移し，ビーカー内に水を浸す．このとき加える水の量を

決め，濃度一定とする．

　⑤④の試料を１ml取り，乾燥させた後にマウントメディア（和光純薬）を用いて封

入する．

　珪藻分析は，1000倍の光学顕微鏡下で行い，それぞれ200個の珪藻殻について種の同

定・計数を行った．同定は主に，Krammer and Lange-Bertalot（1986，1988，

1991a，1991b）に従って行った．珪藻の生態は，これまでなされてきた多くの研究



図２　調査地域およびボーリング地点



結果（安藤，1990；鹿島，1986，1989，1990；小杉， 1988など）および厚岸地域にお

ける調査結果（沢井・鹿島，1996）を参考にした．

　14Ｃ年代測定は九州環境管理協会に依頼し，ベンゼン－液体シンチレーション法で

行った．年代値は半減期を5730年として算出した．

　火山灰の同定については後でふれるので，ここでは省略する．

調査地域における湿原堆積物の層序

　ボーリング調査地点における地質柱状図を図３，４に示し，ボーリング試料から得

られた14Ｃ年代測定値は，表１に示した．

　チライカリベツ川低地において，その湿原堆積物は上部に分布する泥炭層と下部の

砂混じり泥層に大きく2分される．上部に分布する泥炭層は，今回調査した中で最も上

流の地点１において層厚360cmにおよび，下流域に向けて層厚が小さくなる．以下に

チライカリベツ川低地におけるボーリング試料の層相変化の概要を述べる．

　上流域に位置する地点１では，標高-0.7mより下部が細砂からなる灰褐色の砂層で構

成される．この砂層からは木片が採取された．標高-0.7m～+0.2mは細砂を含む灰褐色

の泥層からなる．この細砂混じり泥層は，上位に移るに従って砂分が減少する．標高

+0.2mより上部は植物混じり泥層と茶褐色泥炭層との互層をなし，標高+0.2m付近の

泥炭の14Ｃ年代値は2900±100yrs BPである．

　地点２では，標高-3.5mより下部が貝殻片を多く含む灰褐色泥層からなる．標高-

3.5m～0mは貝殻片を含まず，植物片及び細砂を多く含む泥層である．標高0mより上

部は黒褐色もしくは茶褐色の泥炭層からなり，標高0m付近の泥炭の14Ｃ年代値は2770

±100yrs BPを示した．この泥炭層も地点１と同じく植物混じり泥層との互層をなす．

地点９，10においても，この地点２と同様の傾向がみられた．



図３　ボーリング調査地点における地質柱状図



図４　ボーリング調査地点における地質柱状図



表１　14Ｃ年代測定結果（半減期は５７３０年を用いて算出）



　地点３では，標高-0.9mより下部は灰褐色泥層からなり，標高-4.0m以深に貝殻片を

含む．標高-0.9mより上部は泥炭層からなるが，標高0m～+1.7mの試料は十分に採取

することができず，詳しい層相の変化を追うことはできなかった．

　中流域に位置する地点４では，標高-2.3mより下部は灰褐色泥層からなり，標高-

2.4m以深に貝殻片を多く含む．この泥層の直上には，標高-2.3m～-2.2mにおいて植物

片のみからなる茶褐色の泥炭層が堆積する．この泥炭層から得られた14Ｃ年代値は

2610±100yrs BPであった．標高-2.2mより上部では前述の地点と同様に泥炭層と泥層

が互層をなし，上位にいくにつれて泥分を多く含有するようになる．泥炭層の最上位

には，標高+0.4mに層厚１～３cmの淡黄褐色の明瞭な火山灰層が見られた．この火山

灰層は地点５，６においても見られ，地点６における火山灰層直下の14Ｃ年代値が360

±90yrs BPであることから，140～350年前に降下したMe－a（山田ほか，1963）であ

ると考えられる．Me－aは道東の風蓮湖周辺地域でも報告されており（大平ほか，

1994），徳井（1993）により1739年の樽前aテフラ（Ta－a）および1694年の駒ケ岳c2

テフラ（Ko－c2）に対比されている．このテフラについては，次章において詳しく述

べる．地点16～19においても，この地点４と同様の層相変化がみられた．

　地点５，６，７，８では，地点１，２，４に対比される泥炭層は，それぞれ標高

+1.0m，-0.1m，+0.6m，+0.7mより上部のみであり，それより下部には泥層もしくは

貝殻混じり泥層が堆積する．



本地域において検出されたテフラ　　　　
　　　　　　　　　　　　（Ta－a，Ko－c2）

　今回の掘削調査により，泥炭層の深度30cm～40cm付近において明瞭な火山灰層が確

認された．この火山灰層は，１層または泥炭層を間に挟んだ２層として確認され，い

ずれも屠厚１cm～３cmの淡黄色または灰白色である．

　この火山灰層は，北海道火山灰命名委員会（1972）において，雌阿寒岳起源とさ

れ，Me－a1，Me－a2と名付けられているものに対応していると考えられた．

　近年噴出した北海道の火山灰についての同定・対比を行った徳井（1989）では，こ

のMe－aと呼ばれた火山灰は，樽前山起源と駒ケ岳起源の火山灰であるとされてい

る．徳井（1989）では，EDS分析による火山ガラスの定量分析結果から，火山灰の同

定を行っている．本研究でも，採取された火山ガラスについて定量分析を行い，徳井

（1989）に示された主成分分析値をもとに同定を行った．

　図５は，本研究において得られた火山ガラスの定量分析結果の一部である．この結

果から，今回検出された火山灰層のうち上位のものは1739年の樽前aテフラ（Ta－

a），下位のものは1694年の駒ケ岳c2テフラ（Ko－c2）と推定された．

湿原堆積物中の珪藻化石群集の推移

地点１（図６）

　珪藻分析の結果，標高+0.2mを境に，淡水生種が卓越する上部と汽水生種が主に出

現する下部とで大きく種群組成が異なる．

　下部では，最下位付近で淡水域で底生生活をするAchnanthes lanceolataやMeridion 

circulare，Cymbella tumida，Stauroneis phoenicenteronなどが優占するが，その上位

ではこれらの種は出現しなくなり，汽水域で底生生活をするMelosira 



図５　火山灰の EPMA 分析結果





sp. 1や海水～汽水域で底生生活をするDiploneis smithiiが優占するようになる．

　標高+0.2mより上部では，上記のMelosira sp. 1，Diploneis smithiiやその他の汽水生

種・海水～汽水生種が見られなくなり，淡水域で底生生活するTabellaria flocculosaや

Eunotia paludosa，E. praeruptaなどのEunotia属，Navicula muticaや淡水域で浮遊生

清をするAulacoseira granulataが優占的に産出する．

地点２（図７）

　地点２では，地点１と同様に標高+0mを境に上部と下部とで大きく珪藻化石群集の

組成が異なった．

　下部では，淡水～汽水生種と海水～汽水生種のみが多産するが，さらにその最下位

で，海水～汽水域で植物に付着生活をするCocconeis scutellumや海水～汽水域で浮遊

生活をするBiddulphia auritaが優占するのに対し，上位ではBiddulphia auritaが急激に

滅少してMelosira sp. 1やDiploneis smithiiが優占するという違いが見られる．

　標高+0mより上部では地点１と異なった推移が見られた．標高+0m～+1.0 mにおい

ては，下部で卓越したMelosira sp. 1が減少し，淡水域で底生生活をするSynedra ulna

およびFragilaria capucinaやNavicula radiosa，Navicula pupula等の淡水域に生息する

Navicula属が優占的に産出する．

　標高+1.0m～+1.6mでは，再びMelosira sp. 1，Diploneis smithii，Cocconeis 

scutellumなどが卓越するようになる．ここでは，標高+1.1m付近で海水～汽水生で底

生生活をするAchnanthes hauckianaが20％以上出現し，その後にCocconeis scutellum

や海水～汽水生で浮遊生活をするParalia sulcata，が多く出現するようになる．さらに

その後，Melosira sp. 1やDiploneis smithii，が上記の種よりも優占するようになる．

　標高+1.6mよりも上部では，汽水域から海水域に生息する珪藻はほとんど見られな

くなり，淡水生のTabellaria flocculosa，Eunotia paludosa，E. minorなどのEunotia

属，Navicula muticaなど淡水生のNavicula属が卓越する．





地点４（図８）

　地点４では，標高-2.3mより下でMelosira sp. 1，Diploneis smithii，が優占するが，

標高-2.3mを境に突然淡水域で浮遊生活をするAulacoseira granulata１種のみが卓越し

て産出し，他の種は淡水生種も含めてすべて５％以下の出現率となる．

　その上部の標高-2.2m～-0.3mでは，地点２と同様にAchnanthes hauckiana，

Cocconeis scutellum，Paralia sulcata，Melosira sp. 1，Diploneis smithii，が優占して

出現した．

　上部泥炭層の標高-0.3m～+0mと標高+0.4mより上部では，それより下部で優占する

淡水～汽水生，海水～汽水生の珪藻類は急激に減少し，淡水生でコケ類に付着して生

息するNavicula lapidosa，Pinnularia lagerstedtiiが優占するようになる．しかし，この

上部泥炭層の標高+0m～+0.4mでは，これらの淡水生の珪藻は滅少し，汽水～淡水生

で植物に付着して生活するRhopalodia gibberulaや，Diploneis smithiiが増加傾向にあ

る．

地点５（図９）

　地点５においても，これまでと同様に標高+0.1mを境に上部と下部とで大きく種群

組成が異なった．標高+0.1mより下部では，その最下部付近で海水～汽水生で植物に

付着して生活するSynedra fasciculataやCocconeis scutellumのほかに，海水～汽水域で

浮遊生活をするBiddulphia auritaが優占する．これに対し，その上位になると

Biddulphia auritaは急激に減少し，Melosira sp. 1，Diploneis smithiiが優占する．

　漂行+0.1mより上部では，地点４の標高-0.3mより上部とほぼ同様な種群組成の変化

が観察された．







珪藻種群の設定とその堆積環境

　珪藻による詳しい古環境解析を行うために，厚岸地域で現生珪藻の生態調査を行っ

た（沢井・鹿島，1996，図10）．その結果と従来報告されている生態調査の研究結果

（安藤，1990；鹿島，1986，1989，1990；小杉，1988など）を相互補完して種群設定

を行い，各種群の示す堆積環境を推定した（表２）．

珪藻種群Ｍ

　珪藻種群Ｍは，海水域で浮遊生清をするBiddulphia aurita，海水～汽水域で植物に

付着して生活するCocconeis scutellum，Synedra fasciculata（鹿島，1989；小杉，

1988）などが優占することが特徴としてあげられる．海水域で浮遊生活をする

Biddulphia auritaが優占することは，外洋水の流入があったことを示している．本種

が優占し，海水～汽水域で植物に付着して生活する珪藻類が多産することから，珪藻

種群Ｍの示す堆積環境は内湾環境であづたと考えらえる．

珪藻種群Ｔ

　珪藻種群Ｔは，海水～汽水域で底生生活をするDiploneis smithii，Nitzschia 

granulata，Achnanthes hauckiana（小杉，1988）や汽水域で底生生活をする Melosira 

sp. 1（小杉，1988）が優占する．また併せて海水～汽水域で浮遊生活をするParalia 

sulcata（小杉，1988）が多産する場合もある．小杉（1988）においてDiploneis 

smithii，Nitzschia granulataは海水泥質干潟の指標種とされ， Melosira sp. 1は汽水泥

質干潟の指標種とされている．このことから珪藻種群Ｔの示す堆積環境は，海水～汽

水域の干潟であったことが推定される．

珪藻種群Ｂ

　珪藻種群Ｂは珪藻種群Ｔと種群構成は似ているが，珪藻種群Ｔに比べ海水～汽水域

で底生生活をする珪藻種が少ないことで区別ざれる．またCocconeis scutellumや淡水

～汽水域で植物に付着して生活するRhopalodia gibberula（鹿島， 1989）が優占する

ことが特徴としてあげられ，堆積環境として塩性湿地の沈水域を示すと考えられる．



図10　沢井・鹿島（1996）において示された厚岸地方における珪藻類の分布
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表２　各珪藻種群の構成種とその推定される堆積環境



珪藻種群Ｆ

　珪藻種群Ｆは，主にTabellaria flocculosa，Aulacoseira granulata，Synedra ulnaおよ

びFragilaria capucinaなど淡水性（安藤，1990；鹿島，1986；小杉，1988）の珪藻類が

優占することが特徴である．これらの種が優占することは，その堆積環境が淡水域で

あったことを示している．

　　　チライカリベツ川低地における

　　　　　　　　　　過去3000年間の海進・海退

　本地域において過去数千年間の相対的海水準変動をあつかった沢井・鹿島（1996）

では，空間的に離れた３地点をあつかった議論であるために，古環境変動を連続的に

復元することや環境変動の規模を追うことができないという間題点が残ざれていた．

本研究ではこの間題点を考慮し，汀線の直接の手がかりである海成層－陸成層境界

を，珪藻分析と14Ｃ年代測定を用いて谷沿いに追うことによって，旧汀線の水平変化

つまり海進・海退過程の連続的な復元を試みた．

　珪藻分析の結果から，各コアにおいて，前項で設定した珪藻種群によって特徴づけ

られる層準が認められた．それは次のとおりである．地点１では，標高+0.2より上部

を珪藻種群Ｆ，標高-0.7m～+0.2mを珪藻種群Ｔにより特徴づけられた．地点２では，

標高-2.5mより下部を珪藻種群Ｍ，標高-2.5m～0m と標高+1.0m～+1.6mを珪藻種群

Ｔ，標高0m～+1.0mと標高+1.6mより上部を珪藻種群Ｆにより特徴づけられた．地点

4では，標高-2.3mより下部と標高-2.2m～-0.3mを珪藻種群Ｔ，標高-2.3m～-2.2m，標

高-0.3m～0mと標高+0.4mより上部を珪藻種群Ｆ，標高0m～+0.4mを珪藻種群Bによ

り特徴づけられた．地点５では，標高-2.2mより下部を珪藻種群Ｍ，標高-2.2m～

+0.1mを珪藻種群Ｔ，標高+0.1m～+0.4mと標高+0.9mより上部を珪藻種群Ｆ，標高

+0.4m～+0.9mを珪藻種群Bにより特徴づけられた．





　図11は，14Ｃ年代測定値により各地点間の層準対比を行い，珪藻種群を示したもの

であるが，各層準を特徴づける珪藻種群から，旧汀線変化を追うことが可能となる．

また，この図から地点１－地点５に沿った旧汀線の水平変化を追うことが可能となる

ように，各柱状図を実際の調査地点間の距離と同様の比率となるように配置した．そ

の結果，チライカリベツ川低地において３回の海進・海退が起きたことを読みとるこ

とができた．以下に，それぞれの海進・海退の過程を述べる．

(1)ステージ１（～2600yrs BP頃まで）

　この時期における海進の開始時期は明らかではないが，地点２，地点５の下部付近

ではどちらも海水浮遊生種のBiddulphia auritaが卓越することから海水の流入が推定

できる（図４，６）．しかし，最上流域である地点１における標高 -1.6m以深の情報

が得られなかったために，海水の流入がどこまで及んでいたかは不明である．

　その後の海退により汀線は地点４まで移動し，上流域から泥炭の堆積が開始され

た．

(2)ステージ２（2600～900yrs BP頃まで）

　2600yrs BP頃までの海退期から転じて，それまで上流地域から地点４まで形成され

ていた泥炭地を埋積するように海進が進行していった．この海進は約700年間続き，海

岸線は地点２付近まで移動した．その後の海退期は1800 yrs BP頃から900yrs BP頃まで

に及ぶ．この時期に堆積した泥炭層基底付近の14Ｃ年代測定値が下流域になるにつれ

て若くなることから，海退が進行するとともに上流域から再び泥炭地が形成されて

いったことが考えられる．

(3)ステージ３（900yrs BP頃～現在まで）

　900yrs BP頃までの海退期の後に，再び600yrs BP頃に地点４まで及ぶ海進が起き，地

点４までの泥炭地は沈水した．この海進は，約2600～1900yrs BPの海進と比べて時間

的・空間的に規模が小さい．また地点４，５の珪藻分析結果から，それぞれ珪藻種群

Ｂにより特徴づけられる層準の直上に，火山灰層が存在する．これは地点６における



14Ｃ年代測定値とEPMA分析桔呆からMe－aと考えられる．従って，その後300年前頃

に海退が進行して現在の湿原の姿になったと推定ざれる．

　　チライカリベツ川低地における

　　　　　　　　過去3000年間の旧汀線高度の変化

　前項のように復元された，過去3000年間の数千～数百年オーダーの汀線位置の移動

は，相対的な海水準変動などの影響を受けて引き起こされる．本項では，珪藻分析の

結果により決められる海成層の上限・下限から当時の汀線高度を求め，過去3000年間

の旧汀線高度変化についての考察を行う．

　本研究では，「旧汀線高度」を高潮位時と低潮位時にそれぞれ海と陸が接する高さ

の平均とする．以下に旧汀線高度を決定する方法を示すが，その根拠となる珪藻の指

標性と現在の厚岸地方の平均潮位差（87cm）から，当時の汀線高度を推定した．

　本研究では，各地点における海成層の上限付近で汽水域で底生生活をするMelosira 

sp. 1が優占する．本種が卓越して産出することは，Sato et al.（1996）においても指摘

されているように，低塩分濃度の干潟環境を示し，当時の高潮位高度を表すよい指標

となる，本研究においても，このMelosira sp. 1の産出頻度がピークに達した直上の年

代と高度を海退時の高潮位高度と認めた．海進時の記録については，海水～汽水域で

底生生活をし，干潟環境を示すと考えられるAchnanthes hauckiana（小杉，1988）が

優占的に産出した直下の年代と高度を海進時の情報として使用した。この場合

Achnanthes hauckianaが示す高度は，本種の生息環境（小杉，1988）から，汀線高度

と一致すると考えられる．また，ステージ４の海進時における旧汀線高度は，地点

４，５において，それぞれ珪藻種群Ｂにより特徴づけられる層準の直下の年代と高度

を用いた．ここでは，その推定ざれる堆積環境が感潮河川域もしくは塩性湿地である

ことから，珪藻種群Ｂにより特徴づけられる層準直下の高度は，汀線高度～高潮位高



度の中間高度を表していると思われる．ただし珪藻種群Ｂにより特徴づけられる層準

の上限付近における14Ｃ年代値は測定不能であったために，今回はこの上限高度の

データを用いなかった．

　以上のような方法で，地点１では，珪藻Melosira sp. 1の出現から2900± 100yrs BP

の高潮位高度は標高+0.2mと認定される．その珪藻の指標性から，当時の汀線高度は-

0.3mであると考えられる．

　地点２では，珪藻Melosira sp. 1の出現から1780±90yrs BPと2770 ±100yrs BPの高潮

位高度と汀線高度は，それぞれ標高+1.6m・標高+1.1m，標高0m・標高-0.5mと推定

される．また，珪藻Achnanthes hauckianaの出現から2060±90yrs BPの旧汀線高度は

+1.0mと考えられる．

　地点４では，珪藻Melosira sp. 1の出現から1330±180yrs BPの高潮位高度と汀線高度

は，それぞれ標高-0.3m，標高-0.8mと考えられる．また，珪藻種群Ｂにより特徴づけ

られる層準の下限の高度と年代から，610±150 yrs BPの汀線高度～高潮位高度の中間

高度は標高0mと認定され，その指標性から当時の汀線高度は-0.2mと考えられる．

　地点５では，珪藻Melosira sp. 1の出現から860±160yrs BPの高潮位高度と汀線高度

は，それぞれ標高+0.1m，標高-0.4mと推定される．また，珪藻種群Ｂにより特徴づけ

られる層準の下限の高度と年代から，610±150yrs BPの汀線高度～高潮位高度の中間

高度と汀線高度は，それぞれ標高+0.4m，標高+0.2mと考えられる．

　以上のように決定した旧汀線高度をもとに，過去3000年間の汀線高度変化を描いた

ものが図12である．図12から分かるように，チライカリベツ川低地における過去3000

年間の旧汀線の高度はステージ１の海退期に最低位になる．ただしこの高度は，地点

４の標高-2.2mにおける14Ｃ年代測定値（2610±100yrs BP）とその直下の泥層から産出

したマガキの貝殻片から得られた14C年代測定値（4740±170yrs BP）の違いがその間

の層厚に比べて著しく大きいことから浸食された可能性を考え，2610±100yrs BPの汀

線高度を標高 -2.2mをとしてあつかったものである．また，その後の変化から，旧汀



線高度はステージ２の海進期に最高位に達していることが分かる．

　本研究で示された過去3000年間の変化のうち，ステージ１の海退期は従来「弥生の

小海退」と呼ばれ，日本各地で報告ざれているものに対比される（藤井・藤，1982；

千田ほか，1984；藤本，1990；平井，1987；大平ほか，1994など）．特に北海道東部

では，サロマ湖で平井（1987）が2500yrs BP頃に標高-0.4 m，オホーツク沿岸地域で

Sakaguchi et al.（1985）が2200yrs BP頃に-0.4 mの，相対的な海面低下期を報告してい

る．

　一方，本研究で報告したステージ２での海進期は，平井（1987），Sakaguchi et al.

（1985）がそれぞれ報告している，サロマ湖で1000yrs BP頃に標高+2.2m，オホーツ

ク沿岸地域で1200yrs BP頃に標高+0.8mの相対的高海面期に対応していると思われ

る．しかし，本地域ではステージ２の海進期が1900yrs BP頃と少し時期がずれてい

る．

　本研究で得られた旧汀線高度の変化は，これらの研究結果と多少のずれはあるもの

の，「弥生の小海退」期などに共通点がみられる．

　本研究で扱った過去3000年間の数千～数百年オーダーの汀線の移動は，海水準変動

などの影響を受けて引き起こされる．過去数千年間の海水準変動を扱った従来の研究

の中には，主に珪藻分析の結果により決められる海成層の上限・下限を当時の海水準

として議論しているものが多い．これらの研究の中には当時の海水準を知ることが目

的であるために，それによる環境変動の規模を詳しく議論していないものがあるが，

研究対象地域における海水準変動を詳しく知るためには，まずその地域における環境

変動の規模を追わなければならない．

　本地域において過去数千年間の相対的海水準変動をあつかった沢井・鹿島（1996）

においても，空間的に離れた３地点をあつかった議論であるために，古環境変動を連

続的に復元することや環境変動の規模を追うことができないという問題点が残ざれて





いた．本研究ではこの問題点を考慮し，旧汀線の水平変化つまり海進・海退過程を追

うとともに，古環境変動の規模を連続的に復元することができた．本地域において調

査を継続することによって，より詳しい海水準変動，古環境変動が明らかになってい

くことが期待される．
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図版Ⅰ

1. Paralia sulcata  2,3. Melosira sp. 1

4. Aulacoseira granulata  5. Biddulphia aurita

6. Synedra fasciculata  7. Meridion circulare

8. Achnanthes brevipes  9. Cocconeis scutellum

10. Diploneis smithii  11. Rhopalodia gibberula

12. Nitzschia granulata




